



Pan-Asianizm as Roots of “Agony” : 















Bunzou Hashikawa（1922-1983）,who typically attributes the reason for his existence to the Japanese Romantic 
School during wartime, is a thinker who assumed in the postwar that the essential cause for Japanese fascism was the 
voluntary “agony” of self existence between “pre-modern and modern,” which manifested in the 1930s. This study ob-
serves that his historical image of the source of that “agony” was found in the　resistance inherently to Imperialism 
which is “the resistance to foreign powers as the intentional loyalty to the Great Powers” by politicians in the Meiji peri-
od. More of this innovation was transmitted to the domestic public with overseas integration becoming widespread in the 
Taisyo period. He also suggests the importance to establishe self existence inherently depending on “love and respect” 
with personal actual emotions,not relative feelings such as likes/dislikes and advantages/disadvantages, and not rational 













































































































































































































































































































































































































































































































































橋川文三（1968 ＝ 2000b）．「西郷隆盛の反動性と革命性」『橋川文三著作集 3』筑摩書房























2） 『日本浪曼派批判序説』は，同人雑誌『同時代』の第四号（1957 年 3 月 15 日発行）から第九号（1959
年 6 月 5 日発行）において最終章を除き連載発表され，その後『日本浪曼派批判序説』（1960 年 2 月，
未来社刊）に初めて収められた〔赤藤　2000a：359 － 360〕。なお本論考のタイトルの表記には「漫」
ではなく「曼」が使用されている。
3） 『昭和超国家主義の諸相』は，1964 年 11 月 15 日発行『現代日本思想体系』第 31 巻「超国家主義」（橋
川文三編集・解説，筑摩書房刊）に発表され，『近代日本政治思想の諸相』（1968 年 2 月，未来社刊）
に初めて収められた〔赤藤　2001a：368〕。






































川　1969 ＝ 2001b：321 － 322〕と評価している。















12） 『昭和維新試論』は，季刊雑誌『辺境』（井上光晴編集・辺境社発行）第 1 号（1970 年 6 月）から第
2 次第 1 号（1973 年 10 月）まで，休載された第 6 号を除き 10 回連載で発表された。著者の没後，
全文が単行本として刊行（1984 年 6 月 17 日，朝日新聞社）された〔赤藤　2001b：370 － 371〕。文
庫化にあたっては 1993 年に刊行された朝日選書版が底本とされ，2007 年には筑摩書房が刊行し，
2013 年には講談社が刊行している。
13） 『黄禍物語』は，1970 年 8 月号『中国』（第 81 号，中国の会編集・徳間書店発行）から，82 号，84 号，
87 号，88 号，90 号，92 号，94 号，95 号，97 号，99 号，101 号，103 号，105 号，107 号（1972 年
10 月）の各号に 15 回連載で発表されたのち，大幅な編集作業が行われ，単行本として刊行（1976



































































化されるようになった」〔橋川　1971 ＝ 1994：108 － 109〕と述べていることからは，大正期に入っ
てからの大衆の政治への進出の拡大が取れる。
 　これらの大正期頃についての橋川の語りを鑑みると，橋川は北を指標にすることで，北の「国家
改造法案」に基づいた国家改造を象徴する「国家社会主義」と，北の「国家改造法案」に基づいた
アジア解放を目指す「アジア主義」が，大衆の欲望を吸収しながら「超国家・主義」としての日本ファ
シズムを生み出したとみていることが導かれる。
21） 橋川が語っていない北の国内／国外改造をめぐる矛盾については，（１）北は中国革命に挫折した故
に国内改造に向かったという指摘〔竹内　1963 ＝ 1977：50〕や，（２）北は初めから共同体国家の
追求と対外膨張の論理を内包していた故に，対外戦争の為の国内改造を唱えるに至っていたとする
指摘〔渡辺　2007：317〕がある。また，北が帝国主義を「否認」していたとする橋川に対し，北は
平民社会主義の非戦論に敬意を払っていたというべきであり，故に「否認」は妥当でないとする指
摘〔岡本　1996〕もある。
22） 橋川は，北一輝の思想形成に影響を与えた人物として「第二革命」を行ったとされる西郷隆盛を挙
げるかたちで，北には亡ぶべき革命性を容認するという矛盾が内在していたのではないかという論
点を出している〔橋川　1968 ＝ 2000b〕。
23） 日本ファシズムをめぐる合理的リアリズムの問題は，いわゆる京都学派が想定した近代的主体の在
り方の問題からもみること出来よう。片山杜秀は，西田幾多郎や田辺元らの「近代の超克」の理論
に触れつつ，あるがままの日本の現実を受け入れる高山岩男の「事実主義」などに言及している〔片
山　2015〕。
24） 国際政治学における現実主義者といわれるモーゲンソーは対外・対内政策の兼ね合いについて，「合
理性を目ざす対外政策の理論は，まずは，…（対外政策が民主的政治の諸条件の下で処理される場
合には）非合理的な諸要素から，経験のなかにみられるはずの合理的な本質を表わすような対外政
策像を，いわば抽象し描写しなければならない」〔モーゲンソー　2008：6 － 8〕と述べている。
25） 橋川は『順逆の思想』の諸論考にて，外交レベルの語りを通じて帝国主義自体を問題視するに至っ
ていたといえる。このことは，例えば橋川が論考「田中義一と幣原喜重郎」〔橋川　1972a=1973〕で，
世界征服を目論む怪文書とされた「田中上奏文」を語る際に，帝国主義的枠組から脱しているか・
いないかという問題意識が捉えられることからも分かる。
